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令和３年度　小・中学校における環境教育の取組み


社会科（第１学年）


テーマ〖　持続可能な社会へ（あなたが考える環境問題とその解決策について）　〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泉大津市立小津中学校　








≪学習のねらい≫


　・多くの環境問題は、一定の地域だけの問題ではなく、他地域にまたがっていることに気付かせる。


　・酸性雨や森林伐採の影響・原因についての知識を得る。


　・環境問題の背景を、地域の政治・社会との関係から考える。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　６月　～　９月


　①各単元ごとに環境についての「めあて」を設定し、学習活動を実施。


アフリカ州　：アフリカの現状と新たな開発について考えることができる。


ヨーロッパ州：持続可能な社会に向けて、ヨーロッパの環境問題と改善策を考えることができる。


　　南アメリカ州：持続可能な社会に向けて、どのような開発が求められているのかを考えることが


できる。


　②環境に関する課題についての自分の考えを文章にして表現する。


　③タブレット端末や教科書で課題に対する各国が行っている取組みや現状を調べ、把握する。


　④班ごとに分かれて、調べた意見を交流する。


　　※意見交流や教え合いを通じて、自分では考えられなかった、調べきれなかったことに新たに


気づかせる。


　⑤学習を通じて、自分が考えたことまとめる。　


※最初の自分の考えとの変容に気付かせる。


≪指導のポイント≫


　■小学校における既習事項を踏まえつつ、環境問題は世界の国々や州を越え、私たち自身の問題でも


あるということを認識させる。


　■世界の諸地域を学習する際に、日本と各州を比較させ、各国のさまざまな取組みやその国が抱え


ている問題にも着目させる。


　■思考ツールを活用し、環境問題の原因と解決策などを視覚化させる。


■様々な資料を読み取らせる機会を多く授業に組み込み、基礎的・基本的な資料活用の技能を身に


付けさせる。


■班での意見交流時に、自分の思いばかりを述べるのではなく、根拠となる資料を提示して班の


メンバーに発表させる。


≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー等≫


　タブレット端末、教科書（地理的分野）


≪成果≫


　・新聞やインターネットのニュースなどを見る際、現在


　　の環境問題にも関心をもつようになった。


　・世界の現状について知り、日本の諸問題についても


　　自分自身の考えをもてるようになった。








